
12■■■ 広報ふかうら ■

元気
こんなに

です!

４月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 総合戦略課　TEL 74-2122

E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp
問合せ先

◆対　　象　令和７年４月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子どもの写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、

生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子どもの写真1

枚に、①子どもの氏名（ふりがな）、②生年月日、③
性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、
⑥電話番号、⑦お子さんに一言メッセージを記入した
ものを添えてください。メールの場合：件名に「こん
なに元気です」と記入し、本文に上記①～⑦を記入
のうえ、写真データを添付して送信してください。
応募締切は３月26日です。

●メールの場合：件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメン
トとペンネームを入力したうえで、掲載してほしい写真を添付して
次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
●郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネーム
を記入したものを添えてください。
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の
場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品の制作者等）から、
広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

読者投稿
掲載ページ わぁんどのひろば 掲載写真

募集中!!
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　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載し
てみませんか？応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお
待ちしております。

34

最終回は私のルーツを書こうと
決めていました。きりたんぽと忠犬
ハチ公で有名な秋田県大館市、駅
の近くの小さな病院で私は生まれ
ました。2歳の時に病死した父の記
憶はありません。姉は難産の末に
亡くなったと聞いています。父の死
を機に母と2人、母子寮へ入所しま
した。上から見ると英語の【E】の
形をした長屋には、15世帯位住ん
でいたでしょうか。オール木造で間
取りは６畳1間に、３畳ほどの台所
と押し入れがひとつ。鍵も木材式
の、いわゆる古民家に近い味のあ
る建物です。台所の窓から見える中
庭には、ブランコと砂場、大きな栗
の木もあり、秋には沢山の栗が拾
えました。どっぽんトイレと洗濯場
は共同、お風呂は無いので近くの
銭湯へ。寮内には保育所もありま
した。低学年の頃、いたずら小僧の
私は、母によく叱られては勝手口か
ら夜に外へ放り出されて泣いてい
ました。寮の隣には立派な寺院が
あり、8月には盆踊り、3月には豆ま
きが開催されます。正面には大き
な墓所もあり、小さかった自分たち
の良き遊び場でした。春に散った桜

深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）

の花びらが敷き詰められていた光
景は、昨日のように覚えています。
父親がいないことは母子寮では皆
当たり前で、特に寂しさもなかった
のですが、今になってそれは、共に
暮らした寮内の家族と、親代わりに
親身に接してくれた職員さんのお
かげでした。雨が降れば大広間で
卓球、鉄砲ごっこにチャンバラ、ブ
ロック崩しと遊び放題。寮内行事
も沢山あり、海水浴にキャンプ、音
楽会に勉強会、夕食会もあり、常に
賑やかで、愛に溢れた場所で暮らせ
た時間はとても幸せでした。
その寮も11歳の時に取り壊しと
なり、新しい場所へと建て替わりま
す。規模も大きくなり、共同浴場も
新設され、室内にはトイレも完備。
部屋も広く便利に。居住資格は子
供が15歳まででしたが、市営住宅
に空きが出たことで13歳の時に寮
を出ました。数年前、寮へご挨拶に
伺うと、当時お世話になった職員さ
んは寮長さんに。思い出話に花が
咲き、本気の涙で叱ってくれた話を
したころには、懐かしそうに笑顔で
「そんなこともあったなぁ」と。母
子寮で暮らせて本当に良かった、今

は感謝しかありません。歳をとるっ
てそういうことでした。これが私の
ルーツとなるでしょうか。
寮を出て数年後、気づけば社会
に出て、バイトから会社員になり、
夢の自営業、廃業、そして無職。で
も、思い返せば、これまで沢山の良
き出会いに助けられてきました。奇
跡に近いことばかりの連続で今が
あります。「持って生まれた強運」
と勝手に信じ、感謝を忘れず、これ
からの人生も前向きに挑戦し続け
ます。月１度の大切なこのページを、
あえて活動報告寄りにせず、自身の
話に振ってきたのは、良くも悪くも
私という人間を知ってほしかったか
らでした。今日まで「進め協力隊」
にお付き合いくださり、本当にあり
がとうございました。・・完。

追伸、現在、
任期終了後
の進路に向
けて頑張って
います。どこ
かで良いご報
告ができま
すように。
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《２月末日現在》（　）内は前月比

深浦町の総面積　488.90㎢

　男 ……

　女 ……

　計 ……

世帯数

（－6）

（－12）

（－18）

（＋1）

深浦町の人口と世帯

3,210人
3,570人
6,780人
3,485世帯

深浦町の人口と世帯
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